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2023-2024 事 業 報 告 書 

 
資料提出日 : 令和 5 年 10 月日  資料作成者 : 成田 兼一 

 

工組・支部名 : 北海道電気工事業工業組合青年部連合会 苫小牧支部 

 
担当者氏名 : 委員長  成田 兼一 担当者氏名 : 寺坂 康夫 

担当者氏名 : 副委員長 藤江 洋平 担当者氏名 : 福岡 茂樹 

担当者氏名 : 小野寺 聡太 担当者氏名 : 阿部 太郎 

 

事業名 : 小学生夏休み 電気工作実験教室 

事業区分 : □ 新規事業  ☑ 継続事業 （4 年目） 

 

 
●提言書 2020 との適合性 

提言書 2020（本事業に当てはまる項目番号と提言書ページ数をご記入ください） 

①人材育成と後継者育成（P.8～）    ②組合員の経営安定化の支援（P.15～） 

  ③技術・施工品質の更なる向上と経営能力の向上（P.19～） 

  ④希望ある未来へ（P.22～）     ⑤災害時の対応と必要性（P.23～） 

  ⑥日本列島電気工事組合改造計画 未来へ（P.24～） 

 

◎ 項目番号 :   ④  ◎ 提言書ページ : P-19 

◎ 事業分類 : ここに記入 

A:意見交換会  B:体験型 C:ボランティア D:交流  E:研修  F:寄贈、寄付 

G:製作、製品化 H:提携   I:コンテスト  J:その他 

 

事 業 概 要 

 

１．【事業実施日時】  

2023 年８月４日～6 日 

 
２．【事業場所】  

苫小牧中央公園 （とまこまい港まつり会場内） 

 
３．【参加員数】  

苫小牧電気工事業協同組合青年部 7 名 

  苫小牧工業高等学校（電気科）1，2、3 年 16 名 

  電気工作実験教室参加者（小学生） 144 名 

  外部協力 3 名 

  合計 170 名 

 
４．【外部協力者】 

協力 苫小牧工業高等学校 電気科 

◎ 提言書にない場合 : ここに記入 
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   ㈱新興電気 長居様 ㈱電気工事西川組 西川様 KAZU 電工㈱ 村上様 

後援 苫小牧教育委員会 

取材 苫小牧民報 

 
５.  【事業総額】  

204,715 円 

 

 

 
６.  【事業目的】  

  1）工作で様々な工具に慣れ、ものづくりの楽しさを知る 

  2）工作を通して電気の流れる仕組みについて理解を深める 

  3）業界・地元の魅力を発信 

  4）苫小牧工業高校（電気科）との連携強化 

 
７．【事業内容】 

 小学生夏休み電気工作実験教室 

 作って遊ぼう！イライラ棒ゲーム 

 
８．【事業の成果・PR ポイント】 

  １４４名の幼児から小学生が参加してくれた。 

  小学生対象でしたが幼児までがじっくりと作品作りに取り組んでいる様子をうかがうこと

ができた。 

  子供たちがものづくりに親しみ、楽しむ機会を提供できたと思う。 

  そして、完成した作品で遊びながら微笑む姿がみられた。 

  これがきっかけとして物作りや電気の仕組みに興味をもった参加者もおり、開催の効果は

期待以上のものであった。 

  協力してくれた苫小牧工業高等学校電気科 1.2.3 年生の生徒たちも、積極的に工作の説

明、補助を行っていた。 

青年部員との距離も縮まり、１２月のインターンシップ事業もいい影響がありそうだ。。 

 
９．【反省点または工夫した点】  

  反省点 

  まつり会場のテント内での開催のため、配置にゆとりがなかった。 

  随時受付の為、混雑時の対応が疎かになった。 

  工夫した点 

  事前準備と当日の流れを細かく打合せした。 

  回転率を上げるため、補助に工夫したこと 

 
10．【次年度以降への引継ぎ・伝達事項】  

  事業内容の成果は維持できたので、継続したい。 

 

 

 

 

 
11．【別添資料（写真・動画等）】 

 

※事業活動掲載ホームページ等 URL 貼付 
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